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原 著

『NOTES　 ON　 NURSING』 第2版(看 護覚え書)の 読み方の試み

一対 の視点 か らの文体論 的分 析 一

木 村 恵美子1)

要 旨

研究 の 目的 は1.看 護 婦 向け に書か れた 『NOTES　 ON　 NURSING』(第2版)に おけ る対 とい う言語表

現 に着 目した文体論 的分析 を行な い、対 の言語表現 の存在 とその対が持つ意味 を検討 す ること、2.対 とい

う視点 か ら 『NOTES　 ON　 NURSING』(第2版)の 読 み方の特徴 を明 らかにす るこ とであ る。.対 象 とな る

定 本は 『NOTES　 ON　 NURSING』(第2版)の 原文 であ り、分析 対象 と した テクス トは フロ レンス ・ナイ

チ ンゲール著,小 林章夫,竹 内 喜 訳:『 看護覚え書 対訳』,う ぶす な書院,1998.で あ る。分析手続 きは、

①抽 出基準 を基に本文中の対の 言語表現 を抽 出 し対 のデー タベー スを作成 し、② その中か ら意味 の通 じる最

小 単位 の対を選択 し、③ 対の読み方 カー ドとナイチ ンゲールの考え との関連 を検 討 した。結果及 び考察:対

のデー タベ ースは、総数463件(全 章に存在)、1頁 当 た りの平均4.2±0.87件 で あ り、 対の読 み方 カー ドは

総数209件(全 章 に存在)、1頁 当た りの平 均1.9±0.79件 で あ った。抽 出基準別 にみ る対の読 み方 カー ドの

割合 は、句 は42.1%(88件)、 節 は33.5%(70件)、 単語 は13.4%(28件)、 そ の他 は11.0%(23件)で あ った。

対 の読み 方カー ドの持 つ意味 を明 らか にす るため、本文 中で ナイチ ンゲール の考 えが集 約 され て いる箇 所

What　 is　a　nurse?(看 護 婦 にと ってのA、B、C)と 対 の読 み方 カー ドとの関連 を検討 した。 その結 果、 対

の読み方 カー ドはA(52.2%)、B(40.2%)、C(7.6%)の 割 合 で対の表現 箇所が 全て属 していた。 よ って

言語表現 としての対の中に もナ イチ ンゲールの考えが反映 して いると推察 で きた。

看護覚 え書を対の視点か ら読む特徴 は①1頁 平均2件 で、対 は注 目す ることの し易 いこと、② 対はナ イチ

ンゲールの考えを反映 して いること、③対 その ものが問 いか けの意 と考 え方の ヒ ン トになるこ と、が示 され

た。 以上 の ことか ら、 対の視点 か ら 『NOTES　 ON　 NURSING』(第2版)を 読 む ことは、読 み方 の選 択肢

の1つ にな りうる可能性 が示 された。 今後 対を視点 とした 『NOTES　 ON　 NURSING』(第2版)の 読 み方

の特 徴が実際 に有用で あるかど うかを確 かめ ることが課題で ある。

キー ワーズ

看護覚え書 ナ イチ ンゲー ル　 対 の視点　 古 典　 文体論的分析

1。 研 究 の 背 景 と 目的

本研究の出発点は 『看護覚え書』を手にした時、副題

の"What　 It　Is　and　What　 It　Is　Not(看 護であること、

看護でないこと)"を 見て、これは"対(コ ントラス ト)"

の形ではないか?と 気付き、この対の形の表現はナイ

チンゲールが何かの強調を意図としているのではないか

と考えたことである。というのは、ある作家が作品に書

き表すその作家 らしい独特な言語表現の手法や特徴に焦

点を当て、自分の思想や感情を表現する為にどのような

用語や構文を文法内でどのように使 っているかという文

体論研 究1）でOscarWilde(1854～1900)の 作 品 を取 り

あげた2)経 緯 が あ った。 その中で 「コ ン トラス ト」(以

下"対"と す る)の 使 い方 に も言 及 した。対 は文学 的視

点 か ら、 「鮮 明でわ か りやす い、象徴 と しての機能 も働

きやす い、心 に与 えるイ ンパ ク トも強 くな り、構造 の枠

ともな る」3)4)等 、 一般 に認 め られて い る。 つま り、 対

は何 かを強調す るとい う効 果があ ると考え る。 それ故 副

題 のWhat　 It　Is　and　 What　 It　Is　Notと い う対表現 にナ

イチ ンゲールの意図を感 じられたのである。そ して もし、

ナ イチ ンゲールが副題 に"対"を 意図 して用 いた とすれ

ば、本文 中に も"対"を 用いてい るこ とが想像 された。

この よ うな経緯か ら 『NOTES　 ON　 NURSING』 の 文

中の対 という言語表現 に注 目 し、対で書 かれてあ る部分

を抽出 し分析す れば、ナイチ ンゲ ール が意 図的に伝え た
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か った ものが浮かびあが って来 るので はないか と考 えた。

これ まで看護覚 え書 の副題 に対 して は、金井 の 『看護

の創世 記 にお いて 「看護 であ るもの とな い もの」 とい う

発想 をす るには看護 である ものない もの を判定す る視 点

や基準を、 自己の内に明確 に持 っていることが前提 にな っ

てい る』5)と い う対表現 の 内容 の深 さに注 目 して いる も

の と、 「対立概 念 を挙 げ、 その対立 や矛盾 を通 して、 そ

の統一 をはか り、 それによ って一層高い境地 に進 む とい

う弁 証 法 的 な 思 考 過 程 が 彼 女 に は しば しば 見 られ

る。」6)等 が あ った。 しか し文献検 索の範 囲("ナ イ チ ン

ゲ ー ル""看 護 覚 え 書""対"を キ ー ワ ー ドと し、

CINAHL1997-1999、 医 学 中央雑 誌CD-ROM1988-

1999、 各 大学紀要、 ナイチ ンゲール著 作な どか ら検索)

で は対 の表現 に着眼 した研究 はなか った。

『NOTES　 ON　 NURSING』 が 書 かれ、 約140年 の 時

が経 た現在 も看護界 に本書 は大 き く貢献 して いる。 この

こ とは、 「古典 と呼 ばれ る ものの書物 は、 ただ昔か ら読

み継 がれて きただ けで な く、 その中味が現代 に生 きる と

い う質の面 での素 晴 ら しさを内 に持 つ」7)と い うことを

意味 してい ると考え る。

小川 は 「ナ イチ ンゲール の言葉 や句は看護婦 らによ っ

て もっと引用 され るべ きで あろ う。 そのため には原文 が

余す ところな く分析 され、 できるだけ多 くの看護 に関す

る言 葉 や句 が取 り出 され、 提示 され る必 要 があ るだ ろ

う」8)と 看 護覚 え書 の言 葉 に注 目され るべ きこ とを強調

して いる。

そ こで 本 研 究 の 目的 は1.看 護 婦 向 けに書 か れ た

『NOTES　 ON　 NURSING』(第2版)に おける対 とい う

言語表現 に着 目した文体論的分析 を行 ない、対の言語表

現の存在 とその対 が持つ意味を検討す ること、 そ して2.

対 と い う視 点か ら 『NOTES　 ON　 NURSING』(第2版)

の 読み方 の特徴 を明 らか にす ることと した。

Ⅱ.用 語 の 定 義

1.対(コ ン トラス ト)

一 般的 に認 め られてい る互 いに対等 の関係 にあ り
、相

反す る意味 の言葉、例 えば高 い低 い、男 女、 生死、あ る

な し、 前 後9)等 と 、事 柄 の相対 す るよ うな言語 表現、

ま た本 文 中の 例 と して 一句 の対:[outlet　 for　the　im-

pure　air:inlet　 for　the　pure　 air](汚 れ た空気 の出 口:

清 浄な空気の入 り口)や 節 の対:[Agood　 nurse　gets　the

patient into a good habit,such as washing and dressinga 

different times so as to spare his strength.:A bad

nurse succeeds,and the patient adopts her bad ways

without a struggle](優 れ た看護婦 は患者 の体力 の消耗

を軽減す る為 に身体 を洗 う時間 と包帯交換 の時間をず ら

せ るとい うよ うに良 い習慣 を身 に付 けさせ る:駄 目な看

護婦は続 けざまに行 い、患 者 は抵抗 もせず受 け入れ る)

等 とす る。

2.文 体 論 的分析

文体論 とはある個 人の話者や作家が 自分 の思想や感情

を表現す るために どのよ うな用語や構文を選択 し、 それ

を文法 内でどのよ うに使 ってい るかの研究を指す もので

ある10)。本 研 究で は文体論 に準 じ、対 とい う言語表現の

み に注 目 した分析 であるので、文体論的分析 と した。

3.対 の データベース

抽 出基準を設定 し、 『NOTES ON NURSING』(第2

版)の 序章 ～終 章の全文か ら抽出 した対の言語表現を指

す。

4.対 の読 み方 カー ド

対 のデータベー スか ら、その対の言語表現のみで 「意

味の通 じる最小 単位」 の もの、言い換えれば、対それ 自

体 を読 めば どのよ うな状 況か、何を指 して いるのかが解

る もの とい うことで ある。例 えば、[sick:well]は 文 脈

がな くて も単語 だけで理解 でき るので対の読み方 カー ド

と したが、[increased:diminished]、[open:close][a

good ending:a bad ending]、 等 は何がincreasedでdi-

minishedな の か?ど こがopenし 、closeな の か?

さ らにどのよ うな話がgoodで 誰 に対 してbadな 話 なの

か?こ れ らの対だけを読んだだけでは分か らない。従 っ

て この ような対 は読 み方 カー ドには含まれない。

Ⅲ.研 究 方 法

1.分 析 方法

本研 究 は 『NOTES ON NURSING』(第2版)原 文

を定本 と して、対 の言語表現 の視点か ら分析 す る方法で

あ り、文体論的 なアプローチに準ずる(図1)。

2.分 析 手続 き

第1段 階

テ クス トの選択…… フロ レンス ・ナイチ ンゲール著,

小 林章夫,竹 内 喜訳:『 看護覚 え書 対訳』,う ぶすな

書 院,1998.(以 下"対 訳本"と す る)序 章 、1章 ～13

章 、 終章、 補 章のWHAT IS A NURSE?ま で 対象 と

す る。

第2段 階

序章 か ら終章 における対 の抽 出。

抽 出基準(節 、句、単語、その他)を 用いて対を原文 ・

訳文 で選 び、対1件 につ き1枚 のカー ド化(コ ンピュー

ター入力:Claris社 フ ァイル メー カーTMPro3.0)し 、

対 のデ ータベー スを作成す る(図2)。 な お抽出の留意

点 を 「行を越えて対 を成す もの も含めるが各章 内でまと

ある こと、 小見 出 しは対象外 にす る、数行 の中に同 じ対

があ る場 合は1枚 の カー ドにまとめる、対 の片方 が省略

されてい る比較級 は、省略前 の形 を基準別 に分類す る」

とした。 そ して対の デー タベ ースか ら 「意味 の通 じる最

小単位 の対」 と して選択 した ものを対 の読 み方 カー ドと
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研究目的:1.看 護婦向けに書かれた 『NOTES　 ON　 NURSING』(第2版)に おける対 という言語表現 に着 目した文体

論的分析を行ない、対の言語表現の存在とその対が持つ意味を検討す ること、そ して2.対 という視点か ら

『NOTES　 ON　 NURSING』(第2版)の 読み方の特徴を明 らかにす ることである。

テ クス ト

対の抽出

対 のデー タベー ス作成

・対の抽出基準:段 落、節、句 、単語、比較級

・原文 ・訳文→原文 のみ

・カー ド化

ナイチンゲールの考える

看護/看 護婦観

定本で看護/看 護婦観が集約 さ

れた箇所の選択

・WHAT　 IS　A　NURSE?

(補章)

看護婦にとってのA、B、C

対の読み方カード作域

・意味の通じる最小単位の対

「対」 とナイチンゲールの考える

看護/看 護婦観との関連

対の読み方 カー ドと看護 婦に とってのA、B、Cの 関連

・対の読み方 カー ドと看護 婦に とってのA 、B、C分 布:全 体、章別

考 察

1.対 の抽出と対の持つ意味を検証するや り方の案出について

・対のデータベース作成 ・対の読み方カー ドの作成

・対とナイチンゲールの考える看護/看 護婦観

2.対 という言語表現からの 『NOTES　 ON　NURSING』(第2版)の 読み方の特徴

図1本 研究のデザイン

原文用

抽 出 番 号5章 序　 章 内 番 号5行2-29～30

文 種○S○Ph●W○U

訳 文 番 号4分 類○A●B○C○DOE

原 文　If　 a　patient　 is　cold,if　 a　patient　 is　feverish,

if　a　patient　 is　faint,if　 he　is　sick　 aftertak-

ing　 food,if　 he　 has　 a　bed-sore,it　 is　gener-

ally　 the　 fault　 not　of　the　disease,but　 of　the

nursing.

コ メ ン ト

備 考

抽出番号4章 序 章内番号4行3-26～28

文 種○S○Ph●W○U

原文番号5分 類○A●B○C○D○E

訳 文 患者の身体が冷えた り、熱が出たり、めまい

を起 こしたり、食事の後に気分が悪 くなった

り、褥創ができた りするのは、たいていは病

気のせいではなく、看護に問題があるのです。

コメント

備 考

図2対 の規定カー ドの レイアウ ト
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する。

第3段 階

テクス トの中からナイチンゲールの看護観が集約 して

い る箇所 を選 出す る。 本研究で は補章WHAT　 IS　A

NURSE?:看 護婦にとってのA、B、Cの 部分を選出

する。

第4段 階

序章、1～13章 、終章の全文より抽出された対の読み

方カー ドと補章のWHAT　 IS　A　NURSE?:看 護婦にとっ

てのA、B、Cと の関連を検討す る。

第5段 階

対の言語表現を視点とした文体論的分析から、対に注

目する読み方の特徴を検討する。

なお、対抽出の信頼性の手続きは、第2段 階の対の抽

出において、対のデータベースは序章、第1章 「換気と

保温」、第13章 「病人の観察」、そして対の読み方カー ド

は第4章 「音」を対象とし、指導教員、基礎看護学領域

の教員、筆者が個別に本文中か ら抽出基準に基づき対を

抽出 した後、 二者間、 三者間でその一致率を求 めた

(87.5%～98.7%)。 第4段 階の対 とナイチンゲールの考

える看護/看 護観の関連において も、指導教員と筆者の

二者間で一致率を求めた(89.0%)。 なお第3段 階ナイ

チンゲールの考える看護/看 護観の記述箇所の選択は指

導教員 とディスカ ッションを重ね、選択 した。

Ⅳ.結 果

1.テ クス トから抽出された対

1)対 のデータベースの出現状況

対の抽出基準に基づき、1つ の対を1件 とし、量的に

算 出 した。 デー タベー ス総数 は463件 で 全章 に分布 して

いた(表1)。1頁 当た り平 均4.2±0.87件 で あ った。抽

出基準 別 の割合 は句34.1%(158件)、 単語31.1%(144

件)、 節19.9%(92件)、 そ の他14.9%(69件)で あ った。

2)対 の 読み方 カー ドの分布状況

対のデー タベー スか ら"意 味 の とれ る最小 単位 の対"

と して選 出 した対 の読み方 カー ドの総 数は、209件 で全

章 に分 布 し、1頁 当た りの平均1.9±0.79件 で あ った。

抽出基準別 にみ る対の読み方 カー ドの割合 は、句42.1%

(88件)、 節33.5%(70件)、 単語13.4%(28件)、 そ の他

11.0%(23件)で あ った(表2)。 句 と節 で対の読 み方

カー ドは、全体の約7割 を 占めて いた。

3)対 の 読み方 カー ドの用例

用例は対を[:]内 に示 し、対 の訳 文を書き、対 を含

む前後 の原文 を示 し、 その対部分に下 線 を引いた(YC:

読 み 方 カー ドを指 す)。 そ してその原文 の頁数 と行数、

章を 【 】の 中に示 した。

(1)節 の 用例

表1テ クス トにおける対の分布(対 のデータベースと対の読み方カー ド)

章 名
対のデー タベース

(%)

対の読み方カー ド

(%)

対 のデー タベー ス

1頁 当た りの対件数

序章

1章:換 気と保温

2章:住 居の衛生

3章： 小管理

4章:音

5章:変 化

6章:食 事

7章:ど んな食べ物を与えるか

8章:ベ ッドと寝具類

9章:日 光

10章:部 屋と壁の清潔

11章:身 体の清潔

12章:余 計な励ましと忠告

13章:病 人の観察

終章

合 計 件 数

1δ(2.8）

57(12.4)

35(7.6)

37(8.0)

55(11.9)

15(3.2)

14(3.0)

32(6.9)

17(3.7)

9(1.9)

15(3.2)

9(1.9)

26(5.6)

92(19．9)

37(8.0)

463(100.0)

対の読み方カー ド

1頁 当たりの対件数

10(4.8)

36(17.2)

8(3.8)

20(9.6)

33(15.8)

7(3.3)

5(2.4)

12(5.8)

9(4.3)

3(1.4)

7(3.3)

4(1.9)

4(1.9)

39(18.7)

12(5.8)

209(100.0)

3.3

4.8

3.2

4.6

5.0

3.8

2.8

4.6

3.4

3.0

3.0

3.0

3.7

4.8

5.3

4.2(±0.87)

2.5

3.0

0.7

2.5

3.0

1.8

1.0

1.7

1.8

1.0

1.4

1.3

0.6

2.5

1.7

1.9(±0。79)

()内 はSD

表2抽 出基準別に見る割合

(対のデータベースと対の読み方カー ド)

瞬 対の データベー ス

(%)

句

単 語

節

その他

合計件数

158(34.1)

144(31.1)

92(19.9)

69(14.9)

463(100.0)

対の読 み方 カー ド

(%)

88(42.1)

70(33。5)

28(13.4)

23(11.0)

209(100.0)
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a:節-YC[that the majority of cheerful cases… …:

that　 the　 majority　 of　depressed　 cases](朗 ら か な 患

者 の 大 部 分 は そ の苦 痛 の 種 類 が 何 で あ れ 、 一 つ の 部 屋

に 閉 じ こ め ら れ て い な い 人 た ち:意 気 消 沈 して い る 患

者 の 大 部 分 は 長 期 に 渡 っ て 単 調 な 環 境 を 強 い られ て き

た 人 た ち)

I　incline　 to　think　 that　the　majority of cheerful cases

is to be found among those patients who are not con一

fined to one room,whatever their suffering,and that

the majority of depressed cases will be seen among

those subjected to a long monotony of objects about

them.【94-8～12-5章:変 化 】

(2)句 の 用 例

a:句-YC[Poisoning by the skin :poisoning by

the mouth](皮 膚 か ら の 毒 物:経 口 の 毒 物)

Poisoning by the skin is no less certain than poison-

ing by the mouth-only it is slower in its operation.

【152-10～11-11章:身 体 の 清 潔 】

b:句-YC[for the sake of pilling up miscel1ane-

ous information or curious facts:for the sake of

saving life and increasing health and comfort](雑

多 な 情 報 や 奇 異 な 事 実 を 積 み 重 ね る た め:人 命 を 救 い 、

健 康 と 安 楽 を 増 進 す る た め)

It is not for the sake of pilling up miscellaneous in-

formation or curious facts,but for the sake of saving

life and increasing health and comfort.【206-6～

8-13章:病 人 の 観 察 】

(3)単 語 の 用 例

a:単語-YC[within:without](室 内 の 空 気:室

外 の 空 気)

Without cleanliness,within and without your house,

ventilation is comparatively useless.【38-6～7-

2章1住 居 の 衛生 】

ｂ:単語-YC[on the mind:on the body](気 分 的

な も の:身 体)

People say the effect is only on the mind.It is no

such thing.The effect is on the body,too.【94-30

～31-5章:変 化 】

(4)そ の 他 の 用 例

a:その他-YC[weaker:stronger][this visit:he

was at the last visit.](元 気 に な っ て い る か ど う か)

(今 回 の 診 察:前 回 の 診 察)

The utmost the medical man can tell is whether the

patient is weaker or stronger at this visit than he was

at the last visit.【120-2～4-7章:ど ん な 食 べ 物

を 与 え る か 】

4)対 の 読 み 方カー ドと 対 の デ ー タ ベ ー ス と の 関 連

対 の 読 み 方 カ ー ドは 対 の デ ー タ ベ ー ス の 約 半 数 を 占 め

(表3)、 抽 出 基 準 別 に 検 討 す る と 、 節76.1%で 、 句55.7

%で 、 節 と 句 の 選 出 割 合 が 約6割 以 上 で 、 単 語 が 約2割

曲出基準

表3対 の読み方カー ドの選出割合

対の読み方カー ド

の選出割合(%)

対の読み方カード(YC)/

対のデータベース(DB)

節

句

その他

単 語

総 件 数

76.1

55.7

33.3

19.4

45.4

70/92

88/158

23/69

28/144

209/463

で あった。

2.対 の 読み方 カー ドと看 護婦 に とって のA、B、Cと

の関連

対 に注 目す る読み方 はナイチ ンゲールの考え と関連す

るか どうかを検討す る為、 同一本 中のナ イチ ンゲールの

考 えが集約 されて いる箇所 と対 の読 み方 カー ドを検討 し

た。 その箇所は補章の"WHAT　 IS　A　NURSE?"の 、

What　 strikes　one　most　 with　many　 women,who　 call

themselves　 nurses,is　 that　they　 have　 not　 learnt　this

ABC　 of　nurse's　 education.The　 A　of　a　nurse　 ought　 to

be　to　know　 what　 a　sick　human　 beingis.TheB　 to

know　 how　 to　behave　 to　a　sick　human　 being.TheC　 to

know　 that　her　patient　 is　a　sick　human　 being　 and　not

an anima1.【226-27～31、 補 章】 であ る。

こ の箇 所 で ナ イ チ ンゲ ー ル は 「this ABC of a

nurse's education」 と書 いて お り、 看 護婦 教育 の 基本

的 なイロハ に当た るという意味 を指 す と考 えた。すなわ

ちA:病 気 の人 間 は どのよ うな もので あ るか を知 るこ

と、B:病 気 の人間 に対 して いかに行 動すべ きかを知 る

こ と、C:患 者 は病気 の人間で あ って動物 ではないの だ

と知 ること、 で あ る。 また この箇所 は3つ のA、B、C

が 意味 的に並 列で簡潔 に表現 されてい ること、聖 トマス

病院看 護婦 養成学校 において看 護婦教育の基本 を学ぷ に

当た り、 この第2版 をテキス トとして使 っていた こと11)、

『NOTES ON NURSING』 の キー ワー ドであ る12)と い

うhuman beingがA、B、Cそ れぞれ に使 われて い る

こと等の理 由で選択 した。

1)看 護 婦に と ってのA、B、Cと 対 の読み方 カー ドの

用例

(1)看 護 婦 にと って のAと 関連 した読 み方 カ ー ドの

用例

A-1句YC[a physiognomy of disease:of health]

(病 気 の顔つ き:健 康 な顔 つき)

Another remark:although there is unquestionably

a physiognomy of disease as well as of health;【188-

16～17-13章:病 人の観察】

A-2節YC[One likes to suffer out all his suffer-

ing alone… …:Another likes to be perpetually made

much of… …](苦 痛 は じっと一 人で抱 え込 んで 出来
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る 限 り他 人 の 世 話 に は な りた くな い 患 者:い つ も何 や

か や と 構 わ れ 、 同 情 さ れ る の を 好 み 、 誰 か に 傍 に い て

も ら い た が る 患 者)

One　likes to suffer out all his suffering alone,to be as

little looked after as possible.Another likes to be per-

petually made much of and pitied,and to have some

one always by him.【190-23～25-13章:病 人 の 観

察 】

(2)看 護 婦 に と っ て のBと 関 連 し た 読 み 方 カ ー ドの 用

例

B-1節YC[The pillows,in fact,1ean upon the

patient:the patient upon the pillows](枕 が 患 者 に

寄 り か か っ て い る:患 者 が 枕 に 寄 り か か っ て い る)

The pillows,in fact,lean upon the patient,not the pa一

tient upon the pillows.【134-5～6-8章:ベ ッ ド

と 寝 具 類 】

B-2節YC[what nursing has to do in either

case,is to put the patient in the best condition for

nature to act upon him:Generally,just the con-

trary is done](ど ち ら の 場 合 に も、 看 護 が な す べ き

こ と と い う の は 、 自 然 が 患 者 に 働 き か け る の を 最 も良

い 状 態 に 患 者 を お く こ と な の で す:た い て い は こ れ と

反 対 の こ と が 行 わ れ て い ま す)

And what nursing has to do in either case,is to put

the patient in the best condition for nature to act upon

him.Generally,just the contrary is done.【218-36

～38一 終 章 】

(3)看 護 婦 に と っ て のCと 関 連 し た 読 み 方 カ ー ドの

用 例

C-1句YC[utensil without a lid:one with a lid,]

(蓋 の な い 室 内 用 便 器:蓋 付 き 便 器)

The use of any chamber utensil without a lid should

be utterly abolished,whether among sick or well.

You can easily convince yourself of the necessity of

this absolute rule,by taking one with a lid,and ex-

amining the under side of that lid.【28-40～30-

2-1章:換 気 と保 温 】

C-2節YC[Music,to the well,who ought to be

active,gives the enjoyment of active life,without

their having earned it:Music to the sick,who can-

not be active,gives the enjoyment and takes away

the nervous irritation of their incapacity.](も と

も と活 力 の あ る 健 康 な 人 間 に と っ て 音 楽 は 、 自 然 に 身

に 備 わ っ て い る 活 気 あ ふ れ る 生 命 の 喜 び を 味 わ わ せ て

く れ る も の で す:活 力 の 衰 え て い る 病 人 に と っ て は 音

楽 は ま さ に 喜 び を 与 え 、 無 力 感 へ の 苛 立 ち を 取 り去 っ

て くれ る 存 在 な の で す)

Music,to the well,who ought to be active,gives the

enjoyment of active life,without their having earned

it,Music to the sick,who cannot be active,gives the

enjoyment and takes away the nervous irritation of

their incapacity,【92-32～33-4章:音 】

2)対 の 読 み方 カー ドと看護 婦に とってのA、B、Cと

の関連性

対 の読 み方 カー ドの 内容1件 毎 に、 看護婦 に とっての

A、B、Cの どの領域 に含 まれ るかを検討 した。 その結

果対の読 み方 カー ド209件 は 、看護 婦 にとってのA"病

気 の人 間は どのよ うな もので あるかを知 る こと"に109

件(52.2%)、B"病 気 の人 間に対 していかに行動 すべ き

かを知 ること"は84件(40.2%)、C"患 者 は病気 の人間

で あ って 動 物 で は な い の だ と知 る こ と"に は16件

(7.6%)が 分 類 され、AとBの 割 合は全体 の約9割 を

占めていた。

Ⅴ.考 察

1.対 の 抽出 と対の持つ意味 を検証 するや り方 の案出過

程について

1)対 の デー タベ ース作成

(1)対 の 抽 出基準 の設定

抽出基準 は、① パイ ロッ トスタデ ィ(1999年2～4

月 、序章、1章 、13章 、 補章)で 対を抽 出 し、それ ら

を基 に した こと、②副題 のWhat it is and What it is

notは 節 の形 である こと、③文 中か らの抜 粋 と して ナ

イチ ンゲールの言語表現をその まま生か したか ったこ

と、④宮 内の語法 と文体(対 句表現等)か ら分析 した

研 究13)等 を 参考 に した結 果、 「節 」、 「句」、 「単語」、

「その他(比 較級 等)」 を設定 した。 この設定 は"漏

れな く、 広 く"対 を拾 う為の対 の抽 出作業 に有効 であ

り、 そ して対のデー タベ ースを作成す る際 は、 どのよ

うな抽 出基準を設定す るか の重要性 を知 らされた。

(2)対 抽 出の実際で生 じた問題へ の対処 一その言語表

現 が対 であ るのかないのか

対抽 出過程 で、 高い 一低 い、多 い一少 ない等 の程度

性 、 肯定 一否定 や生 と死、 男女等 の補完 性 を持 つ対

(polarity)は 選 び易 か った。 しか しナイ チ ンゲ ール

が看護 につ いて の自身 の考 えや看護場面等 か らある2

つ の事柄を対で表現 した ものは、原 文の意 味か ら読み

とり、判断 していかなければいけない場合が多か った。

またナ イチ ンゲールの言語 表現 には 「あ るか らとい っ

て良 いわけではな く、ないか らとい って他の ものがあ っ

て も用を足 さない」 とい うものが多か った。

例え ば、

YC[not that the habit of ready and correct obser-

vation will be itself make us useful nurses,:but that

without it we shall be useless with all our devo-

tion.](正 確 な観察 力 さえ身 につ けて いれ ば有能 な看

護婦 である とい うことにはな らない:正 確な観察力を

抜 きに しては どんなに献身的であ ろうと看護婦の役 目

は果 た し得 ない)For it may safely be said,not that

the habit of ready and correct observation will be
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itself　make　 us　useful　nurses,:but　 that　without　 it　we

shall be useless with all our devotion.【182-30、13

章:病 人の観察】

の ように、ナ イチ ンゲール はどっちと もつ かない書 き

方を していた。対 とすれば いいのか ど うか手続 き とし

て迷 った箇所は指導教員 と確認 し、一致す る手続 きを

取 りなが ら進めた。

2)対 の 読み方 カー ド作成

抽 出された デー タベ ースの対 は本文 中の全章 に存在 し

たが、対 に注 目 して読 む ことに値す るもの としない もの

の対が混在 して いた。 そ こで対 に注 目して読む ことに値

す る対を選択す る必 要が生 じた。 「各 々の語句 ・構文 は

文脈 の中でそれぞれ の存在意義 があ る。 …… ある語 の語

意 ・語感 は全体 との統一 や調和 を考慮 した上で与え られ

てい るはず であ る」14)と言 うよ うに対 を拾 うこ とが文脈

を離れな いよ うにす る ことを考 え、"意 味の通 じる最小

単位 の対"と い う基準 を設 けた。

『NOTES ON NURSING』 は 古典で あるので、 ナイ

チ ンゲールに確認 出来 ないが、"意 味 の とれ る最 小単位

の対"と い う基準は、 対のデー タベー スか らの作業 とし

て可能であ った。 今後 もどの ような基準 を設定す るかは

課題の1つ として残 された。

3)対 とナ イチ ンゲールの考え る看護/看 護婦観 との関

連

『NOTES ON NURSING』(第2版)の 中 で、 ナイ

チ ンゲールの考え を指 して いると確認 出来 る箇所を探す

努力 を した。 この過程の中で、序章 のI do not pretend

to teach her how,I ask her to teach herself,and for

this purpose I venture to give her some hints.【ii、

は じめに】 に本 章の 目的は ヒン トを与え ると書かれて お

り、看護婦 向けに書かれた補章にナイチ ンゲールの考 え

が集約 されているのではないか と考えた。そ して看護婦

に とってのA、B、Cが 選択 され、対 の読 み方 カー ドと

の関連 が検 討 された。 その結 果、対の読み方 カー ド全 て

が看護 婦に とって のA、B、Cの いずれか に属 して いた。

このよ うに対の視点か らの読み方 は、 ナイチ ンゲール

の考えが知 らされ る可能性の あることが示唆 され、 そ し

て対 はナ イチ ンゲールの考え を反映 して いる とい うこと

が推察で きた。 しか しここで"ナ イチ ンゲールの考 え"

と いう言葉を用 いたが、本論文 中では看護婦 に とっての

A、B、Cを ナ イチ ンゲールの考 え と して論を進 めた経

緯が あ り、何 を持 って ナイチ ンゲールの考 え とす るか は

問われ る大 きな課題で もある。

2.対 と いう言語 表現か らの 『NOTES ON NURSING』

(第2版)の 読み方の特徴

特徴1.対 に注 目す ることの し易 さ

対の読 み方カー ドは、 総件数209件 で 全章 に分 布 し、

1頁 あた りの 平均1.9±0.79件 、 抽 出基 準別 で は句88件

(42.1%)、 節70件(33.5%)、 単語28件(13.4%)、 そ の

他23件(11.0%)で あった。対が全章に分布 していたこ

とは読み進む際、対に注目して読んで行 くと全章読むこ

とになり、そして対の読み方カー ドが1頁 あたり約2件

という出現頻度は、読み進む上でたやすいと考えた。ま

た対の読み方カー ドの抽出基準別において、節と句で全

体の約7割 を占めたことは、読み進む際に節と句の対に

注目すると良いという目安となると考え、対の視点での

読み易 さを示 してい ると解釈 できた。 『NOTES ON

NURSING』 は古典であるので著者に何を主張 したかっ

たのかを確認できないが、1冊 の本全体 に著者の主張が

あると考えると、全章読むことは著者の考えを知ること

につなが り、『NOTES ON NURSING』 を対で読 むこ

とはこのような古典の読み方の選択肢の一つとなると考

えたい。

特徴2.対 はナイチンゲールの考えを反映する

対の読み方カー ドが看護婦にとってのA、B、Cの ど

の領域に含まれるかを検討 したところ、看護婦にとって

のAは109件(52.2%)、 看護婦 にとってのBは84件

(40.2%)、 看護婦にとってのCは16件(7.6%)の 割合

で属 しており、またこれ らA、B、Cは 各章にほぼ分布

した。対の読み方カー ドはナイチンゲールのいう看護婦

教育のイロハである基本的な事柄と関連があることが示

された。故に対の読み方カー ドは、ナイチンゲールの考

えを反映 していると解釈 した。

特徴3.問 いかけとしての対

抽出作業を進める際、対を見つける度に、あなたはど

う考えるか?と 常にナイチンゲールに問われているよ

うだと感じていた。このことを発展させて考えると、 こ

れは対に注目して読み進めることは、ナイチンゲールの

考えがつかめ るのではなくて、対の視点か らの読み方に

おいては、その示された対に対 して読み手自身が看護に

ついて考える、言い換えれば対を もってあなたに問うと

いうことではないかとも考え られた。対を一つの看護場

面として捉え、 このような時私はどうとらえ、 どう考え

るかと自分自身に問いただすのである。 したがって、読

み手それぞれの看護観に照らし合わせながら、気にかかっ

た対の言語表現について考えていくことが望ましいので

はないだろうか。以上のことか ら、209件 の対はナイチ

ンゲールが読者に示 した 「問いかけ」であるとも考えら

れた。

今後の課題としては、ナイチンゲールの考えがそのま

ま生かされ文意がつたわるようにどこまでを対とするか

ということ、そ して対を視点 とした読み方の特徴の有用

性を検証することである。

Ⅵ.結 論

『NOTES　 ON　 NURSING』(第2版)原 文を定本 と

し対という言語表現に着目した文体論的分析を行い、対

の言語表現の存在 とその対が持つ意味を検討 した。その

結果 『NOTES　 ON　 NURSING』(第2版)に おける対
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の出現状況 と対 を視点 とした読 み方の特徴が明 らか となっ

た。

1.対 の言語 表現の存在

対 のデー タベー スは総件数463件(全 章 に分布)、1頁

当た り平 均4.2±0.87件 で あ った。 そ して 「意 味 の通 じ

る最小単位 の対」 という条件 でデータベー スか ら選択 し

た対の読 み方 カー ドは総件数209で 全 章 に分 布 し、 本文

中全 ての章に対の言語表現が存在 していた。 その 出現頻

度 は1頁 当 た り平均1.9件 で あ った。 抽出基 準別 では、

対 のデー タベー スが句158件(34.1%)、 単 語144件(31.1

%)、 節92件(19.9%)、 そ の他69件(14.9%)、 対 の読

み方 カー ドは句88件(42.1%)、 節70件(33.5%)、 単 語

28件(13.4%)、 そ の他23件(11.0%)で あ った。

2.対 の 持つ意味

抽出 された対 はナイチ ンゲールの考 え と関連 している

かを検討す る為 、看護婦 に とって のA、B、Cと の関連

を検討 した。 その結果対 の読 み方 カー ド内容(209件)

はA(52.2%)、B(40.2)、C(7.6%)の 割 合 で含 まれ

ていた。 したが って対 の言語 表現 とナイ チ ンゲールのい

う看護婦教育 のイロハ であ る基本的な事柄 は関連す る こ

とが示 され、対 とい う言語 表現 か らナ イチ ンゲールの考

えが推察で きる可能性 が示 唆 された。

3.対 の 視点か ら 『NOTES　 ON　 NURSING』(第2版)

の 読み方の特徴

1)対 に注 目す る ことの し易 さ

対の読 み方 カー ドは総数209件 で 全章 に分布 し、1頁

あた り平均1.9件 で あ り、対 の読 み方 カー ドに注 目 して

読み進む と全章読 む ことにな る。 そ して1頁 あた り平均

2件 の出現頻度 は拾 い読 みす るの にたやす いとい うこと

が考え られ た。対 の読 み方 カー ドの抽 出基準別 では、節

と句が全体の約7割 を 占めた ことか ら、読 み進 む際、節

と句 に注 目す る と良 い とい う目安 とな ることが考 え られ

た。

2)対 は ナイチ ンゲールの考 えを反映す る

対の読 み方 カー ド全体 は看護婦 に と ってのA、B、C

の 領域 に含 まれた。 よ って対の読み方 カー ドを読 み進 め

るとナイチ ンゲールの基本 とす る考え を知 るこ とにつな

が ると言え よ う。

3)問 いか け としての対

対 に注 目 して読 み進め ることは単に書か れた対 の事 柄

を理解す るだけでな く、 その対 はナイチ ンゲールか らの

問いか けで あ り、 その問いに読み手が応 え、 そ して物 事

を対の両面か ら見 た り考 え ることを意識化 出来 るよ うに

な ることで はないか と推 察 した。

以 上 の こ と よ り、 対 と い う言 語 表 現 に 注 目 した

「NOTES　 ON　 NURSING』(第2版)の 読み方 の選択 肢

の一つ とな りうる可能性 が示 され たと考 える。
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     Notes on Nursing : Stylistic Analysis of 

             Contrasts in the Text 

 Emiko Kimura                                                     Emiko Kimura 

                               (Aomori University of Health and Welfare) 

    The purpose of this study was to analyze stylistically the second edition of 'NOTES ON NURSING' in order 

to identify contrastive ideas, to examine the meaning of them, and to clarify the new interpretation of those ideas. 

The analysis procedure which I undertook was 1. form a database of contrastive ideas from the text 2. create con-

trastive idea-interpretation cards which explain Nightingale's ideas clearly from the database 3. examine the rela-

tionship between the contrastive idea-interpretation cards and Nightingale's ideas, the three most important 

principles (ABC) for nurses. 

 The results showed that 463 contrastive ideas appeared in the entire database, an average of 4.2±0.87 ideas per 

page. There were 209 contrastive idea-interpretation cards, an average of 1.9±0.79. There was a significant relation-

ship between the contrastive idea-interpretation cards and Nightingale's ABC; quantified as 52.2%, 40.2%, and 7.6% 

respectively. The new interpretation method reflects Nightingale's ideas, allowing nurses to be familiar with them, 

guiding nurses to further understanding. 

The results indicate that reading the text from the contrastive point of view is an important method of inter-

pretation. Further research will be needed to verify this new approach in the effective use of Nightingale's idea in 

nursing. 

     Key words 

     Notes on Nursing, Nightingale, Contrast, Classic, Stylistic Analysis
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